
浙江財経大学 

アジアの多文化共生と平和 

実施期間：2016年 11月~2017年 5月 

 

 

第 1回  导論 

（11月 10日） 泰石美、黄莹、池卓蓓（浙江財経大学、専任教師） 

 

第 2回  アジアにおける多文化共生のための諸条件 

（11月 17日） 山下仁（大阪大学、教授） 

 

第 3回  アジア諸国の架け橋――漢語 

（11月 24日） 施建軍（北京外国語大学、教授） 

 

第 4回  中日言語文化の「異」と「同」 

（12月 1日） 趙蓉（清華大学、準教授） 

 

第 5回  夏目漱石の直筆原稿について 

（12月 8日） 呉少華（西安外国語大学、教授） 

 

第 6回  「一帯一路」と中日関係 

（12月 15日） 王勇（浙江大学、教授） 

 

第 7回  アジア太平洋地域における中日関係 

（12月 22日） 高洪（中国社会科学研究院、所長研究員） 

 

第 8回  東アジア共同体実現に関する一考――沖縄問題を中心に 

（12月 29日） 劉暁峰（清華大学、教授） 

 

第 9回  中日海洋紛争の歴史と現状 

（3月 7日） 楊仁火（中央外事領導小組辦公室、参事官） 

 

第 10回  言語接触とアジア共同体の実現 

（3月 14日） 何華珍（浙江財経大学、教授） 

 

第 11回  アジア多文化共生の可能性 

（3月 21日） 金在国（杭州師範大学、準教授） 

 

第 12回  談話分析の視点からみる異文化理解 

（3月 28日） 毋育新（西安外国語大学、教授） 

 

第 13回  1609年薩摩藩の琉球侵入と東アジア情勢 

（4月 11日） 陳小法（浙江工商大学、教授） 

 

第 14回  アジア多文化共生と日本語教育 

（4月 18日） 佐々木一隆（宇都宮大学、教授） 

 

第 15回  多文化理解と異文化理解 

（4月 25日） 王忻（杭州師範大学、教授） 

 

第 16回  未定 

（5月 9日） 佐藤洋治（ワンアジア財団、理事長） 

 

※講義日程および内容は講師の都合等により変更になることがあります。 


